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（１）合成アドミタンスYは 
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共振角周波数 0 は虚部が0になる角周波数なので、 
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よって、共振周波数 0f は、 
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（２）共振時は虚部が0なので、そのときのアドミタンス 0Y は、先ほど求めた合成アドミタンスの実部である。 
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共振時のインピーダンス 0Z は、その逆数なので、 
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